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市
県
民
税
の
改
正

　

平
成
24
年
度
市
県
民
税
の
主
な

改
正
内
容
を
ご
案
内
し
ま
す
。

①
扶
養
控
除
の
見
直
し

・ 

年
少
扶
養
親
族（
扶
養
親
族
の
う

ち
、
16
歳
未
満
の
人
を
い
い
ま

す
）に
対
す
る
扶
養
控
除
が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

・ 

16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
人
に
対

す
る
扶
養
控
除
は
、
上
乗
せ
部

分（
12
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
、
扶

養
控
除
の
額
が
33
万
円
と
さ
れ

ま
し
た
。

② 

同
居
特
別
障
害
者
加
算
の
特
例

措
置
の
改
組

　

年
少
扶
養
親
族
に
対
す
る
扶
養

控
除
の
廃
止
に
伴
い
、
納
税
義
務

者
の
控
除
対
象
配
偶
者
、
ま
た
は

扶
養
親
族
が
、
同
居
の
特
別
障
害

者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
配
偶

者
控
除
、
ま
た
は
扶
養
控
除
の
額

に
23
万
円
を
加
算
す
る
措
置
を
、

特
別
障
害
者
に
対
す
る
障
害
者
控

除
の
額（
30
万
円
）
に
23
万
円
を
加

算
し
、
53
万
円
と
す
る
措
置
に
改

め
ら
れ
ま
す
。

③ 

寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用
下
限

額
の
引
き
下
げ

　

寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用
下
限

額
を
５
千
円
か
ら
２
千
円
に
引
き

下
げ
ま
す
。
平
成
23
年
１
月
１
日

以
後
に
支
払
す
る
寄
附
金
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。

問
税
務
課（
あ
２
２
―

８
１
１
４
／
い

２
２
―

１
０
８
７
）

固
定
資
産
税
償
却
資
産
の

申
告

　

賦
課
期
日（
平
成
24
年
１
月
１

日
）現
在
、
事
業
で
使
用
し
て
い
る

資
産
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
償
却

資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　

申
告
書
の
提
出
期
限
は
１
月
31
日

（
火
）で
す
。
申
告
書
な
ど
の
書
類
が

必
要
な
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

償
却
資
産
と
は
、
土
地
お
よ
び

家
屋
を
除
く
、
事
業
で
使
用
し
て

い
る
資
産
で
す
。（
例

：

ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
や
店
舗
の
内
装
な
ど

の
構
築
物
、
生
産
ま
た
は
業
務
用

の
機
械
や
装
置
、
大
型
特
殊
自
動

車
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
工
具
・
器

具
お
よ
び
備
品
）

　

ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課(

あ
２
２
―

８
１
１
４
／
い

２
２
―

１
０
８
７)

経
済
セ
ン
サ
ス
・
活
動
調

査
を
実
施

　

平
成
24
年
２
月
１
日
現
在
で
、

経
済
セ
ン
サ
ス
・
活
動
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
産
業

構
造
を
包
括
的
に
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要

な
も
の
で
、｢

経
済
の
国
勢
調
査｣

と
も
い
え
る
も
の
で
す
。
全
国
の

す
べ
て
の
企
業
と
事
業
所
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

調
査
票
は
、
１
月
31
日（
火
）
ま

で
に
直
接
各
事
業
所
に
お
届
け
し

ま
す
の
で
、
２
月
１
日（
水
）
以
降

に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

支
社
の
な
い
事
業
所
に
は
、
調

査
員
が
直
接
お
伺
い
し
、
調
査
票

を
配
布
、
回
収
し
ま
す
。

　

支
社
の
あ
る
事
業
所
に
は
、
国
、

都
道
府
県
お
よ
び
市
が
、
民
間
事

業
者
を
通
じ
て
本
社
等
に
調
査
票

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ま
た
は
、
郵
送
で
回
答
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
合
政
策
課（
あ
２
２
―

８
１
５
９
／

い
２
３
―

３
７
０
１
）

建
設
工
事
お
よ
び
測
量
等
業
務
の

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

　

平
成
24
年
度
に
お
け
る
建
設
工

事
お
よ
び
測
量
等
業
務
の
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

資
格
審
査
を
希
望
す
る
場
合
は
、

必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
札
参
加
資
格
の
要
件
、
申
請

手
続
な
ど
の
詳
細
は
、
倉
吉
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

提
出
期
限

：

２
月
29
日（
水
）

問
管
理
課（
あ
２
２
―

８
１
７
４
／
い

２
２
―

８
１
７
９
）

行
政
相
談
所

① 

と　

き

：

１
月
18
日（
水
）
午
後

１
時
〜
３
時

　

と
こ
ろ

：

市
役
所 

第
３
会
議
室

② 

と　

き

：

１
月
27
日（
金
）
午
後

１
時
〜
４
時

　

 

と
こ
ろ

：

高
齢
者
生
活
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
関
金
町
関
金
宿
）

問
総
務
課（
あ
２
２
―

８
１
１
２
／
い

２
２
―

１
０
８
７
）

く
ら
よ
し
農
家
相
談
会（
第
３
水
曜
日
）

と　

き

：

１
月
18
日（
水
）
午
前
９

時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

：

中
央
営
農
セ
ン
タ
ー（
横
田
）

内　

容

：

農
地
の
利
用
調
整
、
担
い

手
確
保
・
育
成
、
そ
の
他
農
業
全
般

問
倉
吉
市
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会（
農
林
課
内
／
あ
２
２
―

８
１
５
７
／ 

い
２
３
―

９
１
０
０
）

多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
等
相
談
会

と　

き

：

１
月
23
日（
月
）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ

：

倉
吉
未
来
中
心

内　

容

：

無
料
で
弁
護
士
、
司
法

書
士
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
鳥
取
県
中
部
消
費
生
活
相
談
室（
倉

吉
未
来
中
心
）（
あ
２
２
―

３
０
０
０
）

市
民
生
活
相
談
窓
口

　

生
活
全
般
の
困
り
ご
と
の
相
談

窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

問
市
民
生
活
相
談
室（
あ
２
２
―

２
７
１

７
／
い
２
３
―

３
７
０
１
）

倉
吉
歴
史
民
俗
資
料
館
資
料

と
し
て

旧
百
円
紙
幣
１
点
＝
中
江

： 

中
井 

皎こ
う

さ
ん

一
般
寄
附
金
と
し
て

１
万
円
＝
東
京
都
杉
並
区
永

福
３
丁
目

：

小
林 

正
信
さ
ん

倉
吉
博
物
館
資
料
と
し
て

塩
谷
定て

い
こ
う好「

手
」
写
真
１
点
＝

琴
浦
町
赤
碕

：

塩
谷 

晋
す
す
む

さ
ん

打
吹
公
園
動
物
飼
料
と
し
て

キ
ャ
ベ
ツ
約
80
玉
＝
真
栄
農

産

：

代
表
取
締
役 

藤
井 

一
良

さ
ん

倉
吉
歴
史
民
俗
資
料
館
資
料

と
し
て

古
銭
一
式
＝
上
余
戸

：

生
部 

百
合
子
さ
ん

遥
か
な
ま
ち
倉
吉
ふ
る
さ
と

基
金
と
し
て

５
万
円
＝
東
京
都
三
鷹
市
北
野

４
丁
目

：

古
屋 

信の
ぶ
は
る治

さ
ん
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宝
く
じ
助
成
金
で
防
災
資

機
材
を
整
備

　

こ
の
た
び
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業（
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成

事
業
）の
助
成
金
を
活
用
し
て
、
見

日
町
自
治
公
民
館
が
防
災
資
機
材

を
整
備
し
ま
し
た
。

整
備
の
内
容

：

ト
ラ
ン
シ
ー
バ

ー
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
メ
ガ
ホ
ン
、

発
電
機
、
投
光
機
、
コ
ー
ド
リ
ー

ル
、
イ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
、

工
具
セ
ッ
ト
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
、
金

テ
コ
、
ボ
ル
ト
ク
リ
ッ
パ
ー
、
パ

イ
プ
レ
ン
チ
、
リ
ヤ
カ
ー
、
救
急

箱
、
カ
ケ
ヤ
、
デ
ィ
ス
ク
グ
ラ
イ

ン
ダ
ー
等

　

今
後
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
、
自

主
防
災
組
織
の
活
動
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
防
災
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▲ 見日町自治公民館に整備された
防災資機材

問
防
災
安
全
課（
あ
２
２
―

８
１
６
２
／

い
２
２
―

１
０
８
７
）

学
校
給
食
用
物
資
の
納
入

業
者
を
募
集

　

平
成
24
年
度
の
学
校
給
食
用
物

資
の
納
入
指
定
業
者
を
決
め
る
た

め
、
食
料
品
を
取
り
扱
う
業
者
を
対

象
に
登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
品
目

：

青
果
物
、
食
肉
類
、

魚
介
類
、
も
や
し
、
鶏
卵
、
乾
物
、

調
味
料
、
塩
、
乳
製
品
、
冷
凍
食
品
、

水
産
ね
り
製
品
、
豆
腐
類
、
こ
ん

に
ゃ
く
、
麺
類
な
ど

申
請
期
限

：

１
月
31
日（
火
）

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー（
あ
２
８
―

３
３

４
３
／
い
２
８
―

３
６
４
９
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
試
験
お
よ
び
更
新
講
習

　

排
水
設
備
工
事
の
設
計
、
施
工

等
の
技
能
を
持
っ
た
責
任
技
術
者

の
資
格
試
験
お
よ
び
更
新
講
習
を

実
施
し
ま
す
。

【
試　

験
】

と　

き

：

２
月
18
日（
土
）

と
こ
ろ

：

倉
吉
体
育
文
化
会
館

受
付
期
間

：

１
月
６
日（
金
）
〜
16

日（
月
）

合
格
発
表

：

３
月
12
日（
月
）

【
受
験
講
習
】

と　

き

：

２
月
11
日（
土
・
祝
）

と
こ
ろ

：

倉
吉
体
育
文
化
会
館

【
更
新
講
習
】

と　

き

：

３
月
23
日（
金
）

と
こ
ろ

：

倉
吉
未
来
中
心 

大
ホ
ー
ル

対　

象

：

有
効
期
間
が
３
月
31
日

（
土
）ま
で
の
人

受
付
期
間

：
１
月
25
日（
水
）
〜
２

月
10
日（
金
）

問
下
水
道
課（
あ
２
２
―

８
１
７
６
／
い

２
２
―

８
１
４
０
）

倉
吉
市
消
防
出
初
式

　

年
頭
に
あ
た
り
、
本
市
の
無
火

災
を
祈
念
し
、
消
防
団
員（
５
６
８

人
）の
士
気
の
高
揚
と
、
市
民
全
体

で「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
倉
吉
」
の

推
進
に
努
め
て
い
く
決
意
を
新
た

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
倉
吉
市

消
防
団
出
初
式
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き

：

１
月
８
日（
日
）
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

：

天
神
川
河
川
敷
ス
ポ
ー

ツ
広
場（
東
巌
城
町
）

内　

容

：

分
列
行
進
、
閲
団
、
機

械
器
具
点
検
、
平
成
23
年
度
倉
吉

市
消
防
表
彰
、
一
斉
放
水

問
防
災
安
全
課（
あ
２
２
―

８
１
６
２
／

い
２
２
―

１
０
８
７
）

▲昨年の倉吉市消防出初式

～有料広告募集中～

【大きさ】

１号：縦5㎝×横18㎝

２号：縦5㎝×横 9㎝

３号：縦5㎝×横 6㎝

【掲載料】

１号：30,000円／回

２号：15,000円／回

３号：10,000円／回

～防ごう犯罪・つくろう安心なまち～ 

≪１月１０日は
「１１０番の日」≫

　警察では、緊急の事件・事故等の

１１０番通報を受け、パトカーを現場

に向かわせ、事案の処理に当たります。

　１１０番通報を受理した担当者が、

▼  「何がありましたか？」

▼  「どこでありましたか、目印になる

ものはありますか？」

▼  「いつのことですか？」

▼  「犯人はどの方向へ、どんな手段で

逃げましたか？」

▼  「犯人の服装や凶器は？」

▼  「あなたの名前、住所、電話番号は？」

などとお尋ねしますので、落ち着い

て話してください。
※ 緊急ではない事件・事故、困りごと相談
は、警察総合相談電話（＃９１１０）へ

※いたずら電話はやめましょう。

問倉吉警察署（あ２６―７１１０）

倉吉市越中町2095-1 
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ひさ
ま」のイベン
「

お
ひさ
ま」のイベン

トト

新年お楽しみ大会新年お楽しみ大会
～上灘皿まわし会の皆さんと共に～

地域で子育て！地域で子育て！
もっと子育てを楽しむためにもっと子育てを楽しむために
～パパ・ママ・じぃじ・ばぁば、みんなで子育て、孫育て～

　新しい年を迎え、今年もよい年になるよう願い、皆さ

んと一緒に盛大にお楽しみ会を開催します。

　見事な皿まわしを披露していただいた後、参加者全員

でもちつき大会をし、きな粉もちにして食べます。親子

でもちつき体験をしてみませんか？

と　き：１月２８日（土）午前１０時 ～正午
・演芸、皿まわし（午前１０時～）
・もちつき大会（午前１１時～）

ところ：子育て総合支援センター「おひさま」

対　象：未就学の子どもと保護者（３０組程度）

出演者：「上灘皿まわし会」の皆さん

持ってくる物：エプロン、三角巾、お茶、おしぼり

申込期限：１月２１日（土）

問子育て総合支援センター「おひさま」（あ／い２２―３９１４）

　今、子育て中のお父さん、お母さんにとって、元気

なおじいちゃん、おばあちゃんは、子育ての先輩として、

また、協力者として頼もしい存在です。このセミナー

では、もっと孫育てを楽しむためのヒントをゲーム感

覚で学んだり、歌を交えた講演を聞いたりします。

第１回：１月２０日（金）午後１時３０分～３時

「知って納得！子育て、今・昔」

第２回：１月２７日（金）午後１時３０分～３時

講　演：「もっと 孫育てを楽しむために」

講　師：石川 達之さん（シンガーソングライター）

ところ：子育て総合支援センター「おひさま」

対　象：孫の世話をしているおじいちゃん、おばあちゃん

地域での子育てを応援したいと思っている人

参加費：無料（託児の必要な場合は申し込んでください）

申込期限：１月１７日（火）

問子育て総合支援センター「おひさま」（あ／い２２―３９１４）

「
家
庭
の
日
」、「
倉
吉
の
子

育
て
十
か
条
」絵
画
作
品
展

　

青
少
年
育
成
鳥
取
県
民
会
議
は
、

毎
月
第
３
日
曜
日
を「
家
庭
の
日
」

と
定
め
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
家

族
の
団
ら
ん
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

県
内
小
中
学
生
の「
家
族
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
優
秀
絵
画
作
品
と
、
倉

吉
市
内
の
小
学
生
か
ら
応
募
の
あ

っ
た
絵
画
、
お
よ
び「
倉
吉
の
子
育

て
十
か
条
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵

画
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と　

き

：

１
月
11
日（
水
）
午
後
１

時
〜
18
日（
水
）正
午

と
こ
ろ

：

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ 

エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

問
生
涯
学
習
課（
あ
２
２
―

８
１
６
７
／

い
２
２
―

１
６
３
８
）

雪
遊
び
探
検
隊

　

倉
吉
市
の
中
で
も
た
く
さ
ん
の

雪
が
積
も
る「
関
金
町
笹
ヶ
平
」

で
、
い
ろ
い
ろ
な
雪
遊
び
を
体
験

し
ま
せ
ん
か
。

と　

き

：

１
月
21
日（
土
）
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
２
時

参
加
費

：

無
料

対
象
者

：

市
内
の
小
中
学
生
30
人

程
度（
先
着
順
）

※
小
学
校
低
学
年
は
、
保
護
者
同
伴

申
込
期
限

：

１
月
13
日（
金
）

申
込
み
先

：

生
涯
学
習
課

問
生
涯
学
習
課（
あ
２
２
―

８
１
６
７
／

い
２
２
―

１
６
３
８
）

第
２
回
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

ド
ッ
ヂ
ビ
ー

　

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
は
、
全
国
大
会
も

開
催
さ
れ
て
い
る
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル

形
式
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

ウ
レ
タ
ン
製
の
フ
ラ
イ
ン
グ
デ

ィ
ス
ク
は
、
投
げ
方
も
さ
ま
ざ
ま
に

工
夫
で
き
、
柔
ら
か
い
の
で
当
た
っ

て
も
痛
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

幅
広
い
年
代
が
一
緒
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と　

き

：

１
月
29
日（
日
）
午
前
９

時
受
付

と
こ
ろ

：

市
営
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
料

：

無
料

申
込
期
限

：

１
月
24
日（
火
）

※ 

１
チ
ー
ム
10
人
の
ポ
イ
ン
ト
制
ル
ー

ル
で
プ
レ
ー
し
ま
す
。
チ
ー
ム
単
位

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
、
運
動

の
で
き
る
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課（
あ
２
２
―

８
１
６
７
／

い
２
２
―

１
６
３
８
）

 
ぇ

地方配送いたします。

■玄米  ２，７００円/10ｋｇ
■モチ米  ４００円/1ｋｇ

３，６００円/10ｋｇ
三朝コシヒカリ  ３，４００円/10ｋｇ
新米コシヒカリ  ３，２００円/10ｋｇ

 ２，８００円/10ｋｇコシヒカリブレンド 

今月の福祉補聴器相談会今月の福祉補聴器相談会
日時： 月1 25日（水）AM10：00～12：00
場所：市役所東庁舎１階 福祉課横　倉吉市福祉事務所

相談会は、毎月第四水曜日です。

TEL0858-22-5551 営業時間 あさ9時～よる7時（木曜定休）
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から
のお知らせ

E V E N T 　 I N F O R M A T I O N

まちのイベント

伯耆しあわせの郷
小田 458（あ 26―5581／い26―5633）
利用時間：午前９時～午後８時　休館日： 月曜日

■受講生募集

教室名 日　時
定
員
受講料

みそ作り教室

①２月７日（火）
②２月８日（水）
午後１時～４時
※①か②のどちらか１回

各
１２
人

各
５００円

ちりめん細工教室

（お雛
ひな

様）

２月１８日（土）
午後１時～４時

１５
人 ５００円

男性のための料理教室
（サバのおろし煮ほか）

１月２７日（金）
午前１０時～午後１時

１５
人 ５００円

韓国料理教室
（韓国の正月料理）

①１月２８日（土）
②１月２９日（日）
午前１０時～午後１時
※①か②のどちらか１回

各
２８
人

各
５００円

 受付開始： １月６日（金）（先着順）
※各教室とも、受講料のほかに材料費などが必要です。

■文化教室受講生募集

教室名 日　時 定員 受講料

写真加工教室 １月２９日（日）３人 １，０００円（材料費別）

■ミニコンサート　午後６時３０分～
※１月１５日（日）は午後２時～

　♪井田裕子ソプラノ・コンサート：１月１５日（日）
　♪牧田眞

ま ち こ

知子フルート ･コンサート：２月１日（水）

■文化サロン　午前１０時～
 第１２期 哲学サロン「第二の性（ボーボワール）」

１月　６日（金）　フェミニズムと「第二の性①」

１月１３日（金）　「第二の性（ボーボワール）②」

１月２０日（金）　「第二の性（ボーボワール）③」

１月２７日（金）　「第二の性（ボーボワール）④」

 第１３期 美術サロン「ピカソ～スペインの巨きな子ども～」

２月　３日（金）　「アルルカン」～もう一人の自分～

勤労青少年ホーム「リフレプラザ倉吉」
住吉町77―1（あ 23―4896／い 23―4897）

利用時間：午前９時～午後１０時

■モーニングシネマ（無料）
　と　き： 毎週火曜日 午前１０時～

１０日「ネバーエンディングストーリー」

１７日「CATS」

２４日「コーラスライン」

３１日「ビルマの竪琴」

１月の
上映予定

倉吉スポーツセンター

　　倉吉市葵町591―1（あ22―5674／い22―5684）

　　利用時間：午前８時３０分～午後１０時

■「エアロビクス教室（初級コース）」受講生募集

と　き：１月１７日（火）～３月１３日（火）（９回）

　　　　午前１０時～１１時

ところ：倉吉スポーツセンター体育館

定　員：２０人　　　受講料：１回３５０円（保険含む）

■「エアロビクス教室（中級コース）」受講生募集

と　き：１月２０日（金）～３月１６日（金）（９回）

　　　　午前１０時～１１時

ところ：倉吉スポーツセンター体育館

定　員：２０人　　　受講料：１回３５０円（保険含む）

受付開始：  各教室とも１月１０日（火）午前９時（先着順）

※水分補給の飲み物・タオル・運動靴などを持参してください。

日本名湯百選認定記念キャンペーン

「関金温泉湯めぐりスタンプラリー」
　今からおよそ１２５０年前に発見された関金温泉は、

「白金の湯」と呼ばれ、多くの人に親しまれてきました。

世界有数のラジウム含有量を誇り、細胞の活性化を促

進する効能があるとされています。

　このたび、この関金温泉が「ＮＰＯ法人 健康と温泉

フォーラム」による「日本の名湯百選」に選ばれました。

　認定を記念し、スタンプラリーを行います。

　関金温泉の旅館・入浴施設で、宿泊または入浴をし

てスタンプを集め、３ポイントたまると、無料入浴券

として利用できます。また、Ｗチャンスとして、応募

者の中から抽選で特産品をプレゼントします。

　キャンペーン期間中は、各施設の入浴料金の割引ま

たは特典があります。この機会をお見逃しなく！

キャンペーン期間：１月４日（水）～２月２９日（水）

問関金温泉旅館組合（あ４５―２０００／い４５―３７４７）

「第２回楽楽ａｒｔ」作品募集
　みんなでつくるアート展です。作品から展示方法ま

でブース内は全部自由。

　「自慢の作品を見てほしい」、「新しい作品発表の場を

探している」というあなた、一緒にａｒｔしませんか。

と　き：２月５日（日）～１２日（日）

ところ：倉吉まちかどステーション

対象作品：絵画、イラスト、写真、書道、彫刻、手芸、

　　　　 陶芸、工芸品、雑貨など手作りの作品

出品料：無料　　　対象者：中部在住の人

申込期限：１月２０日（金）

問ＮＰＯ法人養生の郷（あ４５―３９８８／い０５０―３４８８―５６５３）
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保健事業に関するお問い合わせは、保健センター（あ26-5670／い26-5660） 

保健センターの場所は、伯耆しあわせの郷2階です。

健 健 健 健 健康づくり
種 類 対 象 日 程 時 間 場 所 ご　　　案　　　内

健康相談
市内在住で
希望する人

1/27（金）13：30～15：30 保健センター
栄養士・保健師による個別相談
（食事・運動など健康について）
※要予約(予約先：保健センターあ26― 5670)

＊ ご希望により血圧測定、体重測定、体脂肪率、内臓脂肪レベル測定ができます。相談日以外でも随時相談を受け付けています。

健 健 健 健 母子保健スケジュール母子保健スケジュール
種 類 対 象 日 程 時 間 場 所 持参するもの ご 案 内

6か月児
健康診査

平成23年7月

生まれの乳児

2/8（水）

2/9（木）

（受付時間）

13：00～13：20

保健センター

・母子健康手帳

・アンケート用紙

保護者に通知します。
※ 当てはまる月の次の月ま
で案内しています。

1歳 6か月児
健康診査

平成22年7月

生まれの幼児

2/3（金）

2/7（火）

保護者に通知します。
※1歳11か月までは受ける
ことができます。

3歳児
健康診査

平成21年1月

生まれの幼児

2/1（水）

2/2（木）

保護者に通知します。
※ 3歳11か月までは受ける
ことができます。

育児相談
市内在住の

乳幼児
1/23（月） 9：30～11：30 ・母子健康手帳

保健師・栄養士による
個別相談

フッ素塗布
市内在住で

希望する人

1/23（月）
 9：30～11：30 

13：30～15：30

・歯ブラシ
・ 母子健康手帳
（子どものみ）

歯科診察はありません。

1/28（土）
（受付時間）

13：30～15：30
中部歯科医師会
口腔衛生センター

・歯ブラシ
・コップ
・ 母子健康手帳
（子どものみ）

歯科診察はありません。
※ 要申込（申込先：口腔衛生
センターあ22―5472）

マタニティ
サロン

市内在住の妊

婦とその家族
1/23（月） 9：30～11：30 保健センター みんなで話ができる場です。

離乳食講習会
生後4～７か
月児の保護者

1/19（木）13：30～15：30 保健センター
・ 母子健康手帳
・エプロン
・筆記用具

離乳食の実習と試食
※要申込
※ 平成 23 年 8 月・9月生ま
れの第 1子には、保護者
に通知しています。

健 健 健 健 ： 「倉吉健康ガイド」掲載事業。事業の対象年齢や料金などの詳細は、健康ガイドをご覧ください。

健 健 健 健 急性灰白髄炎（ポリオ）予防接種

対　象　児
日　　程

受付時間 場  所 持参するもの
１回目 ２回目

・平成 23年 3月～ 6月生まれ

・ 7歳6か月未満で接種を受けていない人

1/24（火） 3/14（水）
13：00～14：00 保健センター

・母子健康手帳

・予診票
1/25（水） 3/15（木）
1/26（木） 3/16（金）

＊予防接種は感染症から体を守る大事なものです。未接種の人は期限内に接種しましょう。

休日急患診療機関
受付時間：午前８時～翌朝午前８時
実施日：日曜日・祝日
日　程 内 　科 外　　科

1/8（日）藤井政雄記念病院 厚生病院

1/9（月）信生病院 野島病院

1/15（日）垣田病院 清水病院

1/22（日）藤井政雄記念病院 厚生病院

1/29（日）野島病院 北岡病院

2/5（日）厚生病院 清水病院

健 健 健 健 集団健康診査　　
日　程 場 　所 受付時間 健診内容（対象年齢）

1/25(水）
倉吉体育
　文化会館

8：00

～

10：00

●特定健診（40～74歳）
●長寿（後期高齢者）健診（75歳以上）
●一般健診（40歳以上）
●がん検診

　・胃・肺・大腸（40歳以上）

　・子宮(20歳以上/女性）

　・乳（40歳以上/女性）

　・前立腺（50歳以上/男性）
●肝炎ウイルス検査（40～74歳）

＊今年度の集団健診は1月25日（水）が最終です。ぜひ受診しましょう。

【生活習慣を見直しましょう】
・ 年に1度は「特定健診」・「長寿健診」や各種がん検診等を受けましょう。

・ 健診結果を活用して、食事や運動等生活習慣の見直しをしましょう。

特定保健指導や健康相談を利用しながら健康管理を積極的に行い、

がんや心筋梗塞・脳卒中等の病気の発生を予防しましょう。

【全血献血】

問 鳥取県赤十字血液センター（あ０８５７―２４―８１０１)

と   き １月２９日（日）９：３０～１５：００

ところ 倉吉未来中心
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【と　き】１月３１日（火）午前１０時３０分～午後３時

【ところ】グリーンスコーレせきがね
【内　容】午 前：「アロマを楽しむ～五感を癒そう～」

講 師：荒川 悦子さん（アロマティスト）
午 後： 自由時間（脳トレクイズ、ニュースポーツ、

健康相談など）
【準備する物】フェイスタオル２枚        
【参加料】１，３００円（昼食・入浴料）
【募集条件】６５歳以上で、介護認定を受けていない人
※毎月、申し込みが必要です。

※送迎希望の場合は、開催日の１週間前までにご連絡ください。

問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

１月ホッといきいき教室
　　　　　　    ～介護予防教室～１月の認知症の人と家族の会

　　　　　　　「家族の集い」
　介護家族・介護体験者が参加して、お互いが抱えて
いる悩みを語り合い、分かち合ったり、情報交換したり、
何でも話し合える場です。気軽に参加してください。

倉吉会場 第３木曜日
と　き：１月１９日（木）午前１０時～正午
ところ：倉吉交流プラザ

関金会場４月・７月・１０月・１月の第１木曜日
と　き：１月５日（木）午前１０時～正午
ところ：高齢者生活福祉センター（関金町関金宿）

問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

医
療
機
関
・
薬
局
の
適
正

受
診
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

　

救
急
医
療
を
本
当
に
必
要
と
す

る
人
の
た
め
に
、
適
正
受
診
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

▼ 

休
日
や
夜
間
に
開
い
て
い
る
救

急
医
療
機
関
は
、
緊
急
性
の
高

い
患
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
の

も
の
で
す
。
受
診
す
る
際
に
は
、

平
日
の
時
間
内
に
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
、
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼ 

夜
間
や
休
日
に
、
乳
幼
児
の
急

な
病
気
で
心
配
に
な
っ
た
ら
、

ま
ず
、
小
児
救
急
電
話
相
談

（
＃
８
０
０
０
）
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。
小
児
科
の
医
師
や
看
護
師

か
ら
症
状
に
応
じ
た
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

【
利
用
時
間
】

　

平　

日

：

午
後
７
時
〜
11
時

　

 

土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

：

午

前
９
時
〜
午
後
11
時

　

※ 

相
談
料
は
無
料
、
電
話
代
は
利
用

者
負
担
で
す
。

　

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関

を
受
診
す
る
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ

う
。
重
複
す
る
検
査
や
投
薬
に
よ
り

か
え
っ
て
体
に
悪
影
響
を
与
え
て
し

ま
う
な
ど
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。

▼ 「
お
薬
手
帳
」
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
。
薬
の
も
ら
い
過
ぎ
や
飲
み

合
わ
せ
に
よ
る
副
作
用
等
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼ 

後
発
医
薬
品（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
）
は
、
先
発
医
薬
品
と

比
べ
て
、
効
能
効
果
は
同
等
で

あ
り
、
費
用
が
安
く
済
み
ま
す
。

後
発
医
薬
品
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
か
か
り
つ
け
医
や
薬
局
で

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
医
療
保
険
課（
あ
２
２
―

８
１
２
４
／

い
２
２
―

２
９
５
４
）、ま
た
は
保
健
セ
ン

タ
ー（
あ
２
６
―

５
６
７
０
／
い
２
６
―

５
６
６
０
）

市
民
公
開
講
座（
入
場
無
料
）

が
ん
と
生
活「
悪
」習
慣

と　

き

：
１
月
21
日（
土
）
午
後
２

時
〜
４
時

と
こ
ろ

：

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ 
視
聴

覚
ホ
ー
ル

講　

演

① 「
が
ん
の
発
生
と
生
活
習
慣
」

　

 

講　

師

：

佐
藤 

徹
さ
ん（
厚
生

病
院
内
科
部
長
）

②
が
ん
と
糖
尿
病
・
肥
満

　

 

講　

師

：

村
脇 

あ
ゆ
み
さ
ん

（
厚
生
病
院
内
科
副
医
長
）

③
肝
が
ん
と
ア
ル
コ
ー
ル
・
脂
肪
肝

　

 

講　

師

：

永
原 

天
和
さ
ん（
厚

生
病
院
消
化
器
内
科
副
医
長
）

問
厚
生
病
院（
あ
２
２
―

８
１
８
１
／
い

２
２
―

１
３
５
０
）
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シリーズ

河
北
中
学
校
の
人
権
同
和
教
育
の
取
り
組
み

　

河
北
中
学
校
で
は
、
毎
年
11
月
の
校

内
文
化
祭
に
お
い
て
、
３
年
生
全
員
で

つ
く
り
あ
げ
る
人
権
劇
を
発
表
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
１
年
生
の
時
か
ら
積
み
上
げ

て
き
た
人
権
学
習
の
集
大
成
と
し
て
取
り

組
む
も
の
で
、
今
回
で
８
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　

夏
休
み
前
に
、
人
権
劇
の
脚
本
を
担

当
す
る
生
徒
の
募
集
を
し
ま
し
た
。
数

人
の
生
徒
が
希
望
し
、
最
終
的
に
２
人

の
生
徒
が
本
格
的
に
脚
本
づ
く
り
に
取

り
掛
か
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
中
学

校
生
活
を
振
り
返
り
、
経
験
し
て
き
た

こ
と
や
学
ん
で
き
た
こ
と
を
も
と
に
、

人
権
劇
に
込
め
る
思
い
を
ま
と
め
て
い

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
数
あ
る
既
存
の

人
権
劇
脚
本
の
中
か
ら
、
自
分
た
ち
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
の
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
を
選
び
ま
し
た
。
選
ん
だ
脚
本

に
自
分
た
ち
ら
し
さ
を
付
け
加
え
、
ア

レ
ン
ジ
し
て
い
く
中
で
よ
り
伝
え
た
い

こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

一
昨
年
は
部
落
差
別
、
昨
年
は
在
日

コ
リ
ア
ン
へ
の
差
別
、
そ
し
て
今
年
は

障
が
い
者
差
別
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
取

り
上
げ
ま
し
た
。

　

誰
に
も
個
性
が
あ
り
ま
す
。
人
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
が
大
切
に
さ
れ
る
学
級
・
学
校

は
、
誰
に
と
っ
て
も
居
心
地
の
よ
い
場
所

で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に

目
を
向
け
る
と
、
先
入
観
や
見
た
目
だ
け

で
好
き
嫌
い
を
主
張
し
た
り
、「
男
子
だ

か
ら
…
」、「
女
子
だ
か
ら
…
」と
物
事
を

決
め
付
け
た
り
、
で
き
な
い
こ
と
や
不
自

由
な
こ
と
が
あ
る
の
を
見
下
し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
す
る
こ

と
で
自
分
の
弱
さ
を
ご
ま
か
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
差
別
や
偏
見
の
芽
が

見
え
て
き
ま
す
。

　

今
回
の
劇
は
、
と
あ
る
高
校
に
車
椅

子
に
乗
っ
た
一
人
の
女
子
生
徒
が
転
校

し
て
く
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
次
第
に
そ
の
転
校
生

を
生
意
気
で
迷
惑
な
存
在
だ
と
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
あ
る
事
件
を
き
っ

か
け
に
ス
ト
ー
リ
ー
が
転
換
し
ま
す
。

劇
の
終
盤
、
転
校
生
の
一
番
の
理
解
者

で
あ
る
女
子
生
徒
が「
障
が
い
」
を
一
つ

の「
個
性
」
と
と
ら
え
、
そ
の
大
切
さ
を

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
訴
え
る
場
面
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
か
ら
個
性
を
認
め
、
個
性

を
理
解
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
、
さ
ら

に
お
互
い
を
尊
重
し
合
え
る
仲
間
づ
く

り
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

３
年
生
１
１
７
人
が
監
督
・
脚
本
、

役
者
、
大
道
具
、
小
道
具
、
音
響
、
照
明
、

記
録
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
係
に
分
か
れ
、

一
人
一
役
で
、
全
員
で
こ
の
人
権
劇
を

つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
一
つ
、
誰
一
人
欠
け
て
も
人
権
劇
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
個
性
や
持
ち
味
を

生
か
し
合
い
、
一
つ
の
も
の
を
つ
く
り

あ
げ
る
そ
の
過
程
こ
そ
が
人
権
学
習
で

あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

　

本
番
で
は
、
役
者
を
は
じ
め
、
一
人

一
人
の
心
が
一
つ
に
な
り
、
劇
を
成
功

さ
せ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
人
権
劇
の
取
り
組
み
を

終
え
て
、「
話
し
合
い
で
は
し
っ
か
り
自

分
の
意
見
を
言
っ
た
り
、
相
手
の
意
見
を

受
け
入
れ
た
り
し
な
が
ら
物
事
を
決
め

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
」、

「
差
別
や
偏
見
の
意
識
を
持
っ
て
い
る
自

分
に
気
づ
き
ま
し
た
。
今
ま
で
の
自
分
を

変
え
よ
う
と
思
い
ま
す
」な
ど
の
振
り
返

り
を
し
て
い
ま
す
。

　

残
り
の
中
学
校
生
活
の
中
に
、
こ
の

人
権
劇
の
取
り
組
み
か
ら
学
ん
だ
こ
と
、

培
っ
た
経
験
が
少
し
で
も
活い

か
さ
れ
る

こ
と
が
あ
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
人
権
劇
の
取
り
組
み
か
ら
】

〜
個
性
を
大
切
に
し
、
個
性
を
理
解
し
合
い
、

尊
重
し
合
え
る
仲
間
と
は
〜

▲ 人権劇の一場面

あ
す
を
つ
く
る
女
性
塾
③

【
と　

き
】

１
月
29
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜

【
と
こ
ろ
】

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ 

視
聴
覚
ホ
ー
ル

【
内　

容
】

① 

講　

演

：「
ま
ち
を
元
気
に
す
る

男
女
共
同
参
画
」

講　

師

：

弥
重 

節
子
さ
ん（
益

田
市
市
議
会
議
員
・
元
山
陰
中

央
新
報
記
者
）

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

※
参
加
無
料
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
人
権
政
策
課（
あ
２
２
―

８
１
３
０
／

い
２
２
―

８
１
３
５
）


